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条　例

　

10
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
栗
原
市
に
は
、
平
成
27
年
末

現
在
、
８
９
８
の
公
共
施
設
が

あ
り
ま
す
が
、
類
似
す
る
施
設

が
複
数
あ
り
、
現
在
の
社
会
情

勢
や
生
活
の
変
化
に
よ
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
な
い
施
設
も

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
人
口
の
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
予
想

さ
れ
、
今
あ
る
公
共
施
設
な
ど

を
現
状
の
ま
ま
維
持
管
理
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
な
こ
と
か
ら

平
成
29
年
２
月
、
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
公
共
施
設
な
ど
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
栗

原
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
内

の
公
共
施
設
を
計
画
的
に
管
理

す
る
施
設
整
備
の
財
源
と
し

て
、「
栗
原
市
公
共
施
設
整
備

等
基
金
」
を
創
設
し
、
管
理
お

よ
び
運
用
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

基
金
の
創
設
に
伴
い
、
基
金

の
一
体
的
な
利
活
用
を
図
る
た

め
、
現
行
の
類
似
す
る
「
田
園

文
化
創
造
基
金
」、「
観
光
施
設

整
備
事
業
等
基
金
」、「
教
育
施

設
整
備
基
金
」
を
廃
止
し
ま
し

た
。

公共施設の整備に
基金を創設

鉄
道
公
園
化

中
小
企
業
の

振
興
を
推
進

　

く
り
は
ら
田
園
鉄
道
の
歴
史

的
財
産
の
保
存
、
展
示
、
乗
車

体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
歴
史
と

文
化
に
親
し
む
機
会
を
広
く
提

供
し
、
文
化
の
向
上
と
地
域
の

活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的

に
「
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
管
理
運
営
や

入
館
料
金
な
ど
も
定
め
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て

市
の
責
務
、
中
小
企
業
者
の
努

力
や
役
割
な
ど
を
定
め
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
の
振
興
施
策

の
基
本
方
針
な
ど
を
定
め
る

「
中
小
企
業
振
興
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置

条
例
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
が

土
曜
日
ま
で
拡
充
さ
れ
る
と
と

も
に
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
利
用
す
る
場
合
、
月
額
４
０

０
０
円
と
定
め
ま
し
た
。

　

市
の
「
消
防
団
条
例
」
の
定

員
は
、
２
０
５
０
人
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
29
年
1
月
末

で
は
１
７
２
８
人
と
な
っ
て
お

り
、
条
例
上
の
定
員
数
と
実
際

の
団
員
数
と
の
差
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
実
情
に
合
わ
せ
た
定

員
数
に
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
鶯
沢
体
育
館
の
老
朽

化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
旧
鶯

沢
中
学
校
の
体
育
館
を
鶯
沢
体

育
館
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

「
体
育
施
設
条
例
」
の
一
部
を

改
正
し
、
所
在
地
を
移
転
す
る

と
と
も
に
、
料
金
を
３
０
０
円

に
改
め
ま
し
た
。

　

栗
原
中
央
病
院
へ
の
医
師
の

招
へ
い
に
よ
り
診
療
体
制
が
整

う
こ
と
か
ら
、「
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
を
改

正
し
、
診
療
科
目
に
「
循
環
器

内
科
」
を
加
え
ま
し
た
。

　

市
民
活
動
の
拠
点
に
な
っ
て

い
る
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
指
定
管
理
者
の
期
間
が

満
了
す
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て

指
定
管
理
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

団
体　

特
定
非
営
利
活
動
法

　
　
　
　

人
ア
ズ
マ
ー
レ

　

期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日

　
　
　
　

か
ら
５
年
間

　

金
額　

４
０
９
０
万
円

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
、

本
年
６
月
30
日
で
満
了
す
る
こ

と
か
ら
、
議
会
の
同
意
を
求
め

ら
れ
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
３
年
で
す
。

栗
原　

徹
さ
ん
（
若
柳
）
新

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

土
曜
日
ま
で
拡
充

2050
人
か
ら

1800
人

鶯
沢
体
育
館

場
所
を
変
更

栗
原
中
央
病
院
に

「
循
環
器
内
科
」

市
民
活
動
の
拠
点

管
理
を

NPO
法
人
指
定

人

事

くりでん

消防団員

公共施設整備の財源は基金

指

条

定

例

管
理
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補正予算

算予正補
　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
汚
染
牧
草
処
理
方
法
調
査

検
証
処
理
計
画
策
定
業
務
委
託

料
の
追
加
な
ど
で
す
。

　

内
容
は
汚
染
牧
草
の
堆
肥
化

に
よ
る
処
理
に
つ
い
て
、
市
民

の
理
解
を
得
る
た
め
、
減
容
化

実
証
実
験
で
製
造
し
た
堆
肥
を

実
際
の
草
地
に
施
用
し
、
牧
草

へ
の
放
射
性
物
質
の
移
行
や
、

土
壌
分
析
な
ど
に
よ
る
環
境
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
検
証
す
る
も
の
で
す
。
併

せ
て
、
焼
却
・
す
き
込
み
・
乾

燥
・
現
状
保
管
に
つ
い
て
も
調

査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
の
比

較
検
証
を
行
い
、
市
民
の
理
解

を
深
め
、
堆
肥
化
の
本
格
処
理

に
向
け
て
の
計
画
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
保
管
牧
草
対
策
事
業

に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
議
会

で
提
案
さ
れ
た
減
容
化
実
証
実

験
と
植
物
育
成
実
験
の
結
果
を

も
と
に
、
約
２
６
０
０
㌧
の
汚

染
牧
草
を
３
年
ま
た
は
、
５
年

間
で
処
理
す
る
場
合
の
施
設
や

敷
地
面
積
の
規
模
を
調
査
し
、

本
格
処
理
に
向
け
検
討
す
る
た

め
の
調
査
お
よ
び
計
画
作
成
経

費
１
０
０
万
円
を
予
備
費
に
組

み
入
れ
る
修
正
案
を
可
決
し
て

い
ま
し
た
。

汚染牧草

処
理
調
査
に
462
万
円  

可
決

　

市
政
運
営
の
理
念
で
あ
る
「
市
民
が
創
る
く
ら
し
た
い
栗

原
」
を
継
承
し
た
「
第
２
次
栗
原
市
総
合
計
画
基
本
計
画
」
と

と
も
に
、
市
の
土
地
利
用
の
基
本
方
針
と
な
る
「
第
２
次
栗
原

市
国
土
利
用
計
画
」
が
提
案
さ
れ
、
議
会
は
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
総
合
計
画
基
本
計
画
の
５
つ
の
将
来

像
は
２
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
は
、
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
昨
年
の
10
月
26
日

か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
会

報
告
会
を
運
営
す
る
特
別
委
員
会
（
委
員
長　

佐
藤
悟
議
員
）

か
ら
議
長
に
調
査
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
、
よ
り
身

近
に
市
民
の
意
見
を
聴
く
有

効
な
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
市
民

が
関
心
を
持
っ
て
参
加
し
て

も
ら
う
よ
う
、
報
告
や
意
見

交
換
の
設
定
な
ど
、
参
加
し

や
す
い
開
催
日
程
の
検
討
や

運
営
方
法
の
さ
ら
な
る
改
善

が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
を
契

機
と
し
た
政
策
形
成
サ
イ
ク

ル
の
構
築
を
目
指
し
、
議
員

間
の
討
議
を
行
い
な
が
ら
、

政
策
立
案
や
政
策
提
言
に
つ

な
げ
る
よ
う
議
会
が
果
た
す

べ
き
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
の
「
国
土
利
用
計
画
」
で

は
、
く
り
こ
ま
高
原
駅
の
周
辺

か
ら
栗
原
中
央
病
院
の
周
辺
ま

で
の
エ
リ
ア
を
「
中
核
機
能
地

域
」
と
位
置
づ
け
、
将
来
的
な

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
の

エ
リ
ア
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
の
ま
と
め

市
の
総
合
計
画
基
本
計
画
を
可
決

﹁
市
民
が
創
る
く
ら
し
た
い
栗
原
﹂

エポカ２１の借地
３２０６㎡を購入
します。

商店街等誘客施
設整備用地とし
て８０４㎡を購
入します。

放射性物質が不
検出だったので
散布面積を減ら
しました。
なお、当初予算
では１億９０９
６万円でした。

エポカ２１の借地を購入
　　　　　　　　　　　　２２４５万円

栗駒町役場跡地を購入
　　　　　　　　　　　　１３６７万円

塩化カリ散布を減額
　　　　　　　　　△１億２５３０万円

そのほかの主な内容
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陳 情
特
別
委
の
中
間
報
告

　

２
月
定
例
議
会
で
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
１
件
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

米の直接支払交付金制度の
継続・強化を求める

　

米
価
が
生
産
費
を
大
き
く
下

回
り
、多
く
の
稲
作
農
家
が「
こ

れ
で
は
コ
メ
作
り
を
続
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

政
府
は
、
農
地
を
集
積
し
、
大

規
模
・
効
率
化
を
は
か
ろ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
低
米
価
で

は
規
模
拡
大
し
た
集
落
営
農
や

法
人
ほ
ど
赤
字
が
拡
大
し
、
経

営
危
機
に
陥
り
か
ね
な
い
。

　

平
成
25
年
度
ま
で
は
、
主
要

農
産
物
（
米
、
麦
、
大
豆
な
ど
）

の
生
産
を
行
っ
た
販
売
農
業
者

に
対
し
て
、「
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
」
が
と
ら
れ
、
多

く
の
稲
作
農
家
の
再
生
産
と
農

村
を
支
え
て
い
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
「
経
営

所
得
安
定
対
策
」
に
替
わ
り
、

米
に
つ
い
て
は
10
ア
ー
ル
あ
た

り
７
５
０
０
円
の
交
付
金
へ
と

引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
の
制
度
も

平
成
30
年
産
米
か
ら
廃
止
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、

稲
作
経
営
が
成
り
立
た
な
い
ば

か
り
か
、
水
田
の
も
つ
多
面
的

機
能
も
喪
失
し
、
地
域
経
済
を

ま
す
ま
す
困
難
に
し
て
し
ま
う

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
当
面
、
生
産
費
を

補
う
米
の
直
接
支
払
交
付
金
制

度
を
継
続
・
強
化
し
て
、
国
民

の
食
料
と
地
域
経
済
、
環
境
と

国
土
を
守
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

提
出
先

　

衆
議
院
議
長　

　

参
議
院
議
長　

　

内
閣
総
理
大
臣　

　

農
林
水
産
大
臣　

　

財
務
大
臣

　

平
成
26
年
２
月
12
日
に

「
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分

等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」（
以
下
、特
別
委
員
会
）

を
設
置
し
て
か
ら
３
年
が
経

過
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
特
別
委
員
会
で

は
、
汚
染
稲
わ
ら
一
時
保
管

場
所
の
防
火
対
策
や
保
守
点

検
の
徹
底
等
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
栗
駒
深
山
嶽
へ
の
指

定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
建

設
に
一
貫
し
て
反
対
を
唱
え
、

国
・
県
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
し
、
特
別
措
置
法
の
見

直
し
と
、
国
お
よ
び
東
京
電

力
が
責
任
を
も
っ
て
対
処
す

べ
き
で
あ
る
と
訴
え
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

県
は
、
11
月
３
日
開
催
の
市

町
村
長
会
議
で
、
８
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
以
下
の
汚
染
廃
棄

物
を
一
斉
焼
却
す
る
処
理
方

針
を
提
案
し
た
た
め
、
特
別

委
員
会
で
は
、
市
内
の
汚
染

牧
草
減
容
化
実
証
実
験
の
調

査
や
、
岩
手
県
一
関
市
の
農

林
業
系
廃
棄
物
の
焼
却
状
況

の
調
査
を
実
施
し
た
。

　

市
で
は
今
後
、（
５
ペ
ー

ジ
関
連
記
事
）
減
容
化
実
証

実
験
の
堆
肥
を
施
用
し
た
土

壌
分
析
な
ど
環
境
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
焼
却
、
す
き

込
み
、
乾
燥
な
ど
の
処
理
も

調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
検
証
結
果
の
判
明

に
は
、
時
間
を
要
す
る
が
、

今
後
も
継
続
し
て
調
査
を
行

い
、
本
市
の
将
来
を
見
す
え

て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

指
定
廃
棄
物

処
分
調
査

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

医
療
等
一
部
負
担
金
免
除
の
継

続
・
復
活
を
求
め
る
陳
情
書

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支

援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

綱
島　

不
二
雄
さ
ん

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

復
活
を
も
と
め
る
要
請

宮
城
県
農
民
運
動
連
合
会

　
　

会
長　

鈴
木　

道
夫
さ
ん

平
成
29
年
度
「
給
与
所
得
等
に

係
る
市
町
村
民
税
・
道
府
県
民

税　

特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・

変
更
通
知
書
（
特
別
徴
収
義
務

者
用
）」
へ
の
個
人
番
号
記
載

の
中
止
を
求
め
る
陳
情
書

宮
城
県
保
険
医
協
会

　

理
事
長　

井
上　

博
之
さ
ん

２月定例議会に３件の陳情書が
提出されました。

意 

見 

書

意見書・陳情


